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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
ル
ハ
ー
ド
文
書

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
２
９
Ｌ

【
作
者
名
】

　
尚
文
産
商
堂

【
あ
ら
す
じ
】

　
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
皇
帝
陛
下
に
奏
上
申
し
上
げ
、
大
命
に
よ
り
臣
下
に
広

く
広
め
よ
と
の
事
に
従
い
、
本
書
を
書
く
。
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第
１
章
　
目
次

こ
の
文
書
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
皇
帝
に
奏
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
が
過
去
、

現
在
、
未
来
を
見
通
す
た
め
の
教
本
と
な
る
も
の
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
方
、
奏
上
後
、
こ
の
文
書
を
一
般
に
分
布
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
著
者
た

る
公
爵
は
、
章
を
改
め
、
項
を
廃
し
、
誤
字
脱
字
を
訂
正
し
、
最
終
的
に
１
冊

の
本
と
し
て
出
版
す
る
と
い
う
運
び
に
な
っ
た
。

本
書
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
こ
と
に
関
す
る
帝
国
暦
１
５
０
０
年
時
点
の

話
で
あ
り
、
そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
最
高

神
官
か
ら
の
神
託
、
こ
れ
ま
で
の
帝
国
の
歴
史
を
調
査
し
て
い
る
歴
史
家
、
法

学
者
等
、
多
大
な
る
方
面
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
受
け
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
書
を
著
す
る
に
当
た
り
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
皇
帝
付
き
最
高
神
官
で
あ
ら

れ
る
イ
カ
ム
ル
ー
ド
氏
か
ら
神
託
を
受
け
今
後
の
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
に
関
し

て
の
知
識
を
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
皇
帝
付
き
侍
従
長
で
あ
ら
れ
る
ジ
ル
サ
ン

デ
ル
氏
か
ら
は
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
過
去
に
関
し
て
の
知
識
を
、
エ
ル
ハ
ン

ド
ラ
帝
国
立
大
学
法
理
学
科
教
授
で
あ
ら
れ
る
ツ
ツ
カ
ム
氏
か
ら
は
帝
国
法
に

関
す
る
知
識
を
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
行
政
部
門
長
で
あ
ら
れ
る
ツ
ベ
ク
ウ
イ

ワ
氏
か
ら
は
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
全
般
の
産
業
、
人
口
分
布
、
工
業
等
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
を
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
と
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
大
陸
の
み
な
ら
ず
、
世
界
３
大
陸

を
統
治
し
て
い
帝
国
で
あ
る
。

こ
の
帝
国
に
は
、
帝
国
暦
１
５
０
０
年
時
点
で
、
３
５
億
の
人
間
が
住
ん
で
い

る
。

さ
ら
に
増
え
続
け
て
お
り
、
い
ま
だ
に
収
ま
る
傾
向
が
な
い
。
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複
数
の
人
種
が
い
る
が
、
各
大
陸
に
一
つ
ま
た
は
二
つ
と
い
う
割
合
で
主
要
な

人
種
が
い
る
。

詳
細
は
、
第
２
章
で
語
る
。

帝
国
全
土
は
３
つ
の
大
陸
、
１
５
の
区
、
９
０
０
の
基
礎
公
共
団
体
、
５
，
６

１
３
，
０
８
９
の
市
町
村
が
あ
る
。

各
市
町
村
は
複
数
集
ま
り
基
礎
公
共
団
体
を
構
成
し
、
基
礎
公
共
団
体
は
、
６

０
ず
つ
集
ま
り
区
を
構
成
す
る
。

区
は
、
３
つ
の
大
陸
に
５
つ
ず
つ
あ
り
、
帝
国
の
行
政
を
助
け
て
い
る
。

詳
細
は
、
第
３
章
で
語
る
。

工
業
、
商
業
は
、
各
基
礎
公
共
団
体
ご
と
の
中
央
都
市
に
集
中
し
て
お
り
、
さ

ら
に
高
次
の
行
政
区
画
の
首
都
で
あ
る
都
市
へ
さ
ら
な
る
集
中
し
て
い
る
。

詳
細
は
、
第
４
章
で
語
る
。

第
１
次
か
ら
第
３
次
工
業
へ
か
け
て
の
状
況
は
、
大
陸
ご
と
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
。

特
に
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
と
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
の
間
は
第
３
次
産
業
に
置
い

て
顕
著
な
差
が
あ
る
。

詳
細
は
、
第
５
章
で
語
る
。

各
市
町
村
、
各
基
礎
公
共
団
体
、
各
区
ご
と
に
議
会
が
あ
り
、
上
級
の
立
法
部

署
か
ら
任
命
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
部
門
を
統
制
し
て
い
る
。

一
方
で
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
は
、
皇
帝
か
ら
の
勅
命
に
よ
っ
て
議
員
が
選
出

さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
議
会
に
関
し
て
は
、
選
挙
を
も
っ
て
半
数
を
選
ぶ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

詳
細
は
、
第
６
章
で
語
る
。

建
国
神
話
は
、
非
常
に
長
い
も
の
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
れ
を
全
て
書
く
事
は
、
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紙
が
足
り
な
さ
す
ぎ
る
た
め
、
必
要
な
部
分
だ
け
を
抜
粋
し
、
載
せ
る
こ
と
に

し
た
。

詳
細
は
、
第
７
章
で
語
る
。

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
王
国
と
い
う
の
が
当
時
の
名
前
だ
っ

た
が
、
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
の
カ
ワ
ス
ー
ル
平
原
で
生
ま
れ
、
周
辺
の

国
を
併
合
し
た
り
、
連
合
を
組
ん
だ
り
し
て
広
げ
て
い
っ
た
。

詳
細
は
、
第
８
章
で
語
る
。

そ
の
後
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
は
、
一
つ
の
大
陸
を
制
圧
す
る
と
同
時
に
、
他

大
陸
へ
進
出
を
果
た
し
た
。

繁
栄
期
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
５
０
０
年
間
に
及
ぶ
。

詳
細
は
、
第
９
章
で
語
る
。

現
在
か
ら
未
来
に
か
け
て
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
イ
カ
ム
ル
ー
ド
氏
よ
り
情
報

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
第
１
０
章
以
下
で
語
る
も
の
と
す
る
。
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第
２
章
第
１
節
　
サ
ル
ー
ド
大
陸

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
全
土
の
人
口
分
布
は
、
大
ま
か
に
大
陸
ご
と
に
分
か
れ
る
。

本
章
で
は
、
大
陸
ご
と
に
人
口
分
布
、
民
族
分
布
な
ど
を
節
に
分
け
て
説
明
を

し
て
い
く
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
で
は
、
中
央
部
の
草
原
地
帯
を
中
心
に
い
る
遊
牧
民
族
で
あ
る

サ
ル
ッ
ヒ
ズ
族
、
南
側
で
狩
猟
を
主
に
行
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
ヒ
ッ
グ
ズ
族
、

ル
ー
ド
ル
族
、
北
側
の
寒
冷
山
岳
地
帯
に
い
て
、
鉱
物
を
掘
り
生
計
を
立
て
て

い
る
ジ
ョ
イ
ン
ズ
族
が
少
数
民
族
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
帝
国
以
前
に
国
を
成
立
さ
せ
て
お
り
、
現
状
と
し
て
緩
や
か
な
連
邦

状
態
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
サ
ル
ッ
ヒ
ズ
国
、
ヒ
ッ
グ
ズ
国
、
ル
ー
ド
ル
国
、
ジ
ョ
イ
ン
ズ
国

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帝
国
の
行
政
区
分
に
お
け
る
”
区
”
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

詳
細
は
、
第
３
章
で
語
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

地
域
で
は
、
大
ま
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
居
住
し
て
い
る
地
域
ご
と
で
気
候

は
大
き
く
変
わ
る
。

サ
ル
ッ
ヒ
ズ
族
の
周
辺
で
は
、
乾
季
と
雨
季
が
交
互
に
現
れ
る
。
し
か
し
、
ス

コ
ー
ル
の
よ
う
な
大
雨
は
降
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
、
日
中
気
温
が
４
０
度
に
も

な
る
よ
う
な
乾
季
で
も
な
い
。
そ
の
結
果
、
１
年
を
通
し
て
、
草
原
が
繁
茂
す

る
地
域
と
な
っ
た
。

ヒ
ッ
グ
ズ
族
と
ル
ー
ド
ル
族
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
と
連
邦
状
態
に
な
る
前

は
、
互
い
に
争
い
が
絶
え
な
い
地
域
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
低
木
が
茂
る
地
域
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
、
２
つ
の
民
族
が
共
存
で
き
る
よ
う
な
広

さ
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
昔
よ
り
、
争
い
を
鎮
め
る
方
法
と
し

て
、
互
い
の
族
長
の
娘
を
交
換
し
、
嫁
が
せ
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
民
族
殲
滅
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
な
く
、
大
が
か
り
な

武
力
を
伴
っ
た
争
い
は
起
き
な
か
っ
た
。
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ジ
ョ
イ
ン
ズ
族
は
、
北
部
の
寒
冷
地
帯
一
帯
に
生
活
拠
点
を
置
い
て
お
り
、
そ

の
地
の
年
平
均
気
温
は
、
０
．
５
度
と
な
っ
て
い
る
。
夏
で
も
雪
が
融
け
き
る

こ
と
は
な
く
、
外
へ
出
て
く
る
と
き
は
、
サ
ル
ッ
ヒ
ズ
族
と
の
物
々
交
換
の
時

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
彼
ら
の
家
族
の
結
び
つ
き
は
非
常
に
強
く
、
生
活
は
、
民
族

単
位
よ
り
も
家
族
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
が
、
ど
の
鉱
物
の
採
掘
許
可
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
破
っ
た
者
に
は
、
家
族
と
も
ど
も
追
放
す
る
と
い
う
制
裁
が

科
せ
ら
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
少
数
民
族
と
対
照
的
に
、
大
陸
全
土
に
わ
た
り
生
存
し
て
い
る

民
族
は
、
チ
ュ
ー
リ
ト
ズ
族
と
カ
ワ
ッ
キ
ズ
族
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
民
族
は
、

中
枢
民
族
と
呼
ば
れ
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
成
立
以
前
に
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
を

２
分
す
る
よ
う
な
勢
力
へ
成
長
し
て
い
た
。
だ
が
、
我
が
帝
国
に
対
し
て
、
チ

ュ
ー
リ
ト
ズ
族
か
ら
宣
戦
布
告
さ
れ
た
が
た
め
、
今
で
は
、
主
要
民
族
と
は
呼

ば
れ
る
が
、
中
枢
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

彼
ら
は
と
も
に
、
サ
ル
ッ
ヒ
ズ
族
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ト
ズ
族
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ヒ
ッ
グ
ズ
族
と
ル

ー
ド
ル
族
に
近
く
、
カ
ワ
ッ
キ
ズ
族
は
、
既
存
の
民
族
の
い
ず
れ
と
も
近
縁
種

と
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

両
民
族
と
も
、
手
先
が
器
用
で
あ
り
、
昔
は
加
工
貿
易
を
、
今
で
は
精
密
機
械

の
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

大
陸
全
土
は
温
暖
湿
潤
気
候
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
異
な
る
部
分
も
あ
る
。

大
陸
中
央
部
は
、
乾
燥
地
帯
が
占
め
て
お
り
、
そ
こ
よ
り
吹
く
乾
い
た
風
は
、

周
囲
に
砂
を
運
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
周
囲
の
湿
潤
気
候
の
影
響
で
、
完
全
な

乾
燥
地
帯
と
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
北
部
に
あ
る
山
脈
よ
り
流
れ
て
く
る
冷
た

い
川
に
よ
っ
て
、
気
温
の
上
昇
も
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
低
木
地
帯

が
広
が
り
続
け
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
砂
漠
地
域
は
縮
小
を
続
け
て
い
る
。

海
岸
沿
い
は
、
北
部
の
寒
冷
地
帯
を
の
ぞ
き
四
季
が
は
っ
き
り
と
し
て
お
り
、

し
か
し
、
冬
は
弱
弱
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

低
木
地
帯
は
、
雨
季
と
乾
季
の
２
つ
に
わ
か
れ
て
お
り
、
低
木
地
帯
と
乾
燥
地
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帯
の
中
間
付
近
に
あ
る
草
原
地
域
で
も
、
そ
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
２
章
第
２
節
　
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
は
、
人
が
住
め
な
い
よ
う
な
地
域
が
延
々
と
続
い
て
い

る
た
め
、
少
数
民
族
で
あ
る
キ
ャ
ッ
タ
族
が
中
枢
民
族
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
。

東
西
の
赤
道
を
中
心
に
長
細
い
大
陸
で
あ
り
、
気
候
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
見
ら

れ
な
い
。

だ
が
、
大
陸
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
火
山
が
活
動
中
で
あ
り
、
有
毒
ガ
ス
が
ほ

ぼ
常
時
噴
出
さ
れ
て
い
る
影
響
で
、
動
物
は
お
ろ
か
、
植
物
も
ほ
と
ん
ど
生
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
火
山
が
活
動
し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
、
そ
の
部
分
に
キ
ャ
ッ
タ
族

が
住
ん
で
い
る
。

漁
業
を
主
な
生
活
の
糧
と
し
て
お
り
、
狩
猟
や
採
集
は
文
化
と
し
て
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

火
山
の
影
響
が
激
し
く
、
大
陸
全
土
に
わ
た
り
、
常
時
、
立
ち
入
り
禁
止
と
さ

れ
て
い
る
。

だ
が
、
キ
ャ
ッ
タ
族
が
生
活
拠
点
と
し
て
い
る
所
に
対
し
て
は
、
制
限
付
き
な

が
ら
も
、
外
部
か
ら
の
人
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

海
か
ら
の
暖
か
い
風
の
影
響
で
、
１
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
と
な
っ
て
い
る
。

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
成
立
時
ま
で
に
は
、
火
山
は
噴
火
を
開
始
し
て
お
り
、
キ

ャ
ッ
タ
族
も
、
大
陸
の
あ
ち
こ
ち
に
分
か
れ
て
い
た
。
現
状
で
は
、
１
つ
の
中

央
都
市
に
対
し
、
４
つ
の
地
方
都
市
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
区
の
首
都
と
さ
れ
て

い
る
。
基
礎
公
共
団
体
は
、
そ
の
都
市
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
、
各
都
市
は
、
通
常
の
国
ほ
ど
の
規
模
が
あ
る
。

町
村
は
な
く
、
す
べ
て
が
市
と
さ
れ
て
い
る
。
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現
状
で
は
、
火
山
を
観
光
資
源
に
し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
を
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
帝
国
政
府
が
、
立
ち
入
り
禁
止
を
解
除
し
な
い
限
り
は
、
観
光
資

源
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。
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第
２
章
第
３
節
　
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
最
初
に
生
ま
れ
た
土
地
で
あ
り
、
首
都
が
お
か
れ
て
い

る
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
６
つ
の
少
数
民
族
、
２
つ
の
主
要
民
族
、

１
つ
の
中
枢
民
族
が
い
る
。

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
海
岸
か
ら
徐
々
に
内
陸
へ
入
る
と
標
高
が
高

く
な
り
、
３
０
０
０
ｍ
を
境
に
急
激
に
山
は
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

コ
ル
ス
ト
ッ
ク
山
地
と
い
わ
れ
て
い
る
山
地
に
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
で
最

も
高
い
９
１
０
２
ｍ
の
コ
ル
ス
ト
ッ
ク
山
が
あ
り
、
そ
の
山
に
あ
る
氷
河
に
よ

り
、
１
年
じ
ゅ
う
清
流
が
流
れ
て
い
る
。

川
沿
い
が
最
も
緑
豊
か
な
土
地
で
、
そ
こ
か
ら
放
射
状
に
川
が
広
が
っ
て
い
る

影
響
で
、
下
流
に
な
る
に
つ
れ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
は
、
ス
バ
ツ
ク
ロ
ー
ク
族
、
カ
ワ
オ
ル
イ
ー
タ
族
、
ヒ

ョ
ゴ
バ
ン
族
の
３
民
族
が
暮
ら
し
て
い
る
。

互
い
の
首
長
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
成
立
以
前
に
同
盟
関
係
に
あ
り
、
一
体

の
国
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
ス
バ
ツ
ク
ロ
ー
ク
族
は
、
主
要
民
族
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
お

り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
を
束
ね
て
い
る
。

エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
議
員
に
も
数
多
く
送
り
出
し
て
い
る
民
族
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

海
岸
沿
い
は
、
コ
ル
ス
ト
ッ
ク
山
地
を
挟
ん
で
東
西
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
民
族
ず

つ
暮
ら
し
て
い
る
。

北
東
地
域
に
は
サ
ル
コ
ウ
ジ
ョ
族
、
南
東
に
は
ス
ル
ダ
ー
ヌ
族
、
北
西
に
は
ス

ル
ー
ズ
族
、
南
西
に
は
ハ
ラ
ス
イ
ッ
テ
ィ
族
が
住
ん
で
い
る
。

ど
の
地
域
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
温
暖
湿
潤
気
候
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

中
で
も
最
も
土
地
が
豊
か
で
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
ス
ル
ダ
ー
ヌ
族
は
、
主
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要
民
族
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
４
つ
の
民
族
を
束
ね
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
と
山
の
間
に
は
、
広
大
な
草
原
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
イ
ス

ル
ー
ド
族
と
マ
ル
ス
デ
ッ
ク
族
が
い
る
。

イ
ス
ル
ー
ド
族
は
、
現
在
の
皇
帝
陛
下
の
出
身
民
族
で
あ
り
、
中
枢
民
族
と
な

っ
て
い
る
。

マ
ル
ス
デ
ッ
ク
族
は
、
イ
ス
ル
ー
ド
族
と
仲
が
悪
か
っ
た
が
、
数
百
年
前
に
和

解
を
し
て
以
来
、
蜜
月
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
部
族
の
人
数
が
少
な
い
た
め
マ
ル
ス
デ
ッ
ク
族
は
少
数
民
族

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
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第
３
章
第
１
節
　
サ
ル
ー
ド
大
陸

本
章
で
は
、
各
大
陸
ご
と
に
分
け
、
い
か
に
各
大
陸
の
土
地
が
使
わ
れ
て
い
る

か
を
記
し
た
い
。

最
初
に
サ
ル
ー
ド
大
陸
で
あ
る
。

こ
の
大
陸
に
は
、
住
居
可
能
面
積
が
非
常
に
広
大
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
実
際

に
使
用
さ
れ
て
い
る
面
積
は
少
な
い
。

総
面
積
３
９
０
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
住
居
可
能
面
積
は
約
８
割
あ

る
。

一
方
で
実
使
用
面
積
は
そ
の
う
ち
の
３
割
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
、
都
市
部
に
過
度
に
集
中
し
て
い
る
た
め
に
、
周
囲
に
住
居
を
作
ら
な

い
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
、
都
市
よ
り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
雄
大
な
る
自

然
が
残
さ
れ
て
も
い
る
。

そ
の
結
果
、
周
囲
の
区
域
は
、
公
園
と
し
て
整
備
を
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
や
、
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
の
自
然
学
校
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
は
、
北
部
に
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
脈
が
連
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
複
数
の
川
が
流
れ
て
い
る
。

川
は
大
き
く
３
つ
の
水
系
に
分
か
れ
て
い
て
、
東
よ
り
、
サ
ル
ジ
ル
ド
ル
川
水

系
、
ミ
ル
イ
ー
ジ
ン
川
水
系
、
ヒ
ス
ロ
ー
ル
ド
川
水
系
と
分
か
れ
て
お
り
、
す

べ
て
北
部
山
脈
に
水
源
を
有
し
て
い
る
。

サ
ル
ジ
ル
ド
ル
川
水
系
は
、
河
口
に
行
く
に
つ
れ
、
徐
々
に
ひ
と
つ
の
川
へ
収

束
を
す
る
。

そ
の
川
の
名
が
サ
ル
ジ
ル
ド
ル
川
と
い
い
、
そ
の
支
流
は
１
０
０
を
超
え
る
。

河
口
に
行
く
に
つ
れ
、
川
幅
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
橋
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の
数
も
減
少
を
す
る
。

長
い
区
間
の
橋
脚
工
事
が
で
き
る
よ
う
な
工
業
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
数
年
の
間
の
話
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
基
本
的
に
フ

ェ
リ
ー
に
よ
っ
て
対
岸
同
士
の
物
流
を
結
ん
で
い
た
。

ミ
ル
イ
ー
ジ
ン
川
水
系
は
、
中
央
草
原
に
て
蛇
行
を
し
て
い
る
川
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
三
日
月
湖
が
多
数
存
在
し
、
草
原
の
水
源
と
も
な
っ
て
い
る
。

支
流
か
ら
の
流
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
分
流
す
る
こ
と
は
多
く
あ
り
、
中
央

草
原
よ
り
ほ
と
ん
ど
南
北
方
向
に
対
し
て
平
行
に
し
て
流
れ
て
い
る
ミ
ル
イ
ー

ジ
ン
川
の
本
流
以
外
は
、
基
本
的
に
途
中
で
地
下
へ
と
も
ぐ
り
、
草
原
地
帯
の

地
下
水
脈
を
形
成
し
て
い
る
。

本
流
は
、
ほ
と
ん
ど
川
幅
を
変
え
ず
に
河
口
へ
到
達
し
、
そ
の
結
果
、
川
の
あ

ち
こ
ち
に
橋
が
か
け
ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
町
が
出
来
上
が
っ
た
。

ヒ
ス
ロ
ー
ル
ド
川
水
系
は
、
分
流
も
支
流
も
な
い
。

一
方
で
、
そ
の
相
当
な
水
量
は
、
一
年
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
が
な

い
た
め
、
治
水
計
画
を
最
も
立
て
や
す
い
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

周
囲
に
は
、
古
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
治
水
事
業
の
跡
が
、
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
今
な
お
稼
働
し
続
け
て
い
る
堤
防
や
、
可
動
堰
な
ど
、
数
々
の
も
の

が
直
接
手
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

魚
の
遡
上
な
ど
、
漁
業
も
盛
ん
で
あ
る
こ
の
水
系
は
、
こ
の
大
陸
の
３
水
系
の

中
で
最
も
栄
え
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

中
央
草
原
付
近
で
は
、
蛇
行
を
し
て
い
る
ミ
ル
イ
ー
ジ
ン
川
の
影
響
で
、
大
規

模
な
都
市
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
小
規
模
の
集
落
同
士
が
、
川
を
使
い
互
い
に
つ
な
が
り
あ
っ
て

い
る
と
い
う
生
活
形
態
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
集
落
一
つ
一
つ
が
市
町
村
の
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、
こ
の
平
原
だ
け

で
も
数
万
を
優
に
超
す
ほ
ど
の
市
町
村
が
存
在
し
て
い
る
。
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海
岸
沿
い
は
、
都
市
が
密
集
し
、
現
在
で
は
ど
の
よ
う
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
本
書
の
１
年
前
に
新
た
に
市
町
村
の
指
定
を
行
い
、
数
十

万
の
市
町
村
が
新
し
く
誕
生
し
た
。

大
陸
で
も
っ
と
も
栄
え
て
い
る
コ
ン
グ
ル
イ
ス
市
と
い
う
大
陸
の
首
都
で
あ
る

都
市
は
海
岸
沿
い
に
あ
り
、
人
口
３
０
０
万
を
超
え
る
ほ
ど
の
巨
大
都
市
に
成

長
し
て
い
る
。

こ
の
都
市
は
、
帝
国
へ
編
入
さ
れ
る
前
は
、
自
治
都
市
と
し
て
長
き
間
、
周
辺

の
町
を
束
ね
て
い
た
。

都
市
の
中
央
に
は
ス
ベ
ツ
カ
イ
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
神
殿
が
あ
り
、
そ
れ
を
中

心
に
同
心
円
状
に
市
の
区
画
が
あ
る
。

そ
の
市
の
区
画
一
つ
一
つ
が
町
と
同
等
で
あ
り
、
ま
た
、
町
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
大
陸
で
１
８
０
万
も
の
市
町
村
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
３
０
０
の
基
礎
公

共
団
体
へ
集
約
さ
れ
る
。

集
約
さ
れ
る
の
は
、
周
辺
を
強
制
的
に
併
合
す
る
形
で
、
基
礎
公
共
団
体
と
さ

れ
る
。

さ
ら
に
、
人
口
が
出
来
る
限
り
一
定
に
な
る
よ
う
に
基
礎
公
共
団
体
を
６
０
ず

つ
編
成
し
、
各
大
陸
に
５
つ
あ
る
区
と
し
た
。

各
基
礎
公
共
団
体
は
人
口
が
１
０
０
万
程
度
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
大
陸
で
共
通
し
て
い
る
。
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第
３
章
第
２
節
　
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸

続
い
て
、
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
に
つ
い
て
。

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
で
は
、
主
な
産
業
を
漁
業
に
頼
っ
て
お
り
、
他
の
産
業

は
皆
無
に
等
し
い
。

よ
っ
て
、
５
つ
あ
る
都
市
は
、
す
べ
て
、
漁
業
に
適
し
た
区
割
と
な
っ
て
い
る
。

詳
細
を
言
え
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

大
陸
首
都
た
る
、
中
央
都
市
で
は
、
海
に
面
し
て
い
る
海
岸
の
８
割
が
港
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
９
９
％
が
な
ん
ら
か
の
船
を
有
し
て
い
る
。

地
方
都
市
で
も
似
た
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
中
枢
民
族
で
あ
る
キ
ャ
ッ

タ
族
が
海
に
つ
い
て
は
帝
国
一
と
い
わ
れ
て
い
る
。

都
市
内
部
の
陸
地
は
、
住
宅
地
区
と
商
業
地
区
の
二
つ
に
大
別
で
き
、
工
業
地

区
は
、
手
工
業
と
い
っ
た
小
規
模
な
も
の
に
限
ら
れ
る
。

商
業
地
区
も
、
魚
介
類
を
扱
う
店
が
海
岸
沿
い
に
軒
を
連
ね
、
そ
の
他
食
料
品

は
、
主
に
住
宅
地
に
点
在
し
て
い
る
菜
園
で
栽
培
す
る
か
、
他
大
陸
よ
り
輸
入

す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。

大
陸
全
土
を
俯
瞰
す
る
と
、
中
央
都
市
並
び
に
地
方
都
市
以
外
の
地
域
は
、
帝

国
政
府
に
よ
っ
て
厳
し
く
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
火
山
の
活
動
帯
と
な

っ
て
い
る
。

帝
国
成
立
以
前
に
す
で
に
活
動
を
始
め
て
お
り
、
帝
国
政
府
職
員
に
よ
る
地
質

調
査
の
結
果
、
約
４
５
０
０
万
年
前
よ
り
火
山
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

分
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
は
、
不
明
だ
。
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第
３
章
第
３
節
　
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
首
都
た
る
中
央
都
市
が
置
か
れ
て
い
る
大
陸

で
あ
る
。

肥
沃
な
土
地
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
首
都
た
る
中
央
都
市
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
よ
り
半
径
３
６
０
０
は
、
政
府
の
直
轄
地
域
で
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
周
辺
の
土
地
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
直
領
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
の
各
民
族
の
境
界
線
は
一
定
せ
ず
、
川
の
動
き
と
と
も
に
１

年
中
移
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
デ
ル
タ
地
帯
を
取
り
合
っ
て
い
る

が
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
に
従
属
も
し
て
い
る
。
各
国
家
の
仲
裁
は
、
皇
帝
直

々
に
行
わ
れ
、
そ
の
裁
量
は
、
全
て
の
規
則
の
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
川
の
変
動
に
伴
い
境
界
を
移
動
す
る
と
い
う

こ
と
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
治
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ま
ま
区
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
、
さ
ら
に
集
落
ご
と
に
市
町
村
令
が
発
布
さ
れ
て
い
る
。

草
原
地
帯
を
治
め
て
い
る
民
族
は
、
首
都
た
る
中
央
都
市
を
中
心
と
し
て
、
東

西
へ
分
か
れ
、
直
接
会
う
こ
と
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
動
乱
は
数
百
年
は
起
き

て
お
ら
ず
、
平
穏
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
草
原
に
広
く
点
在
し
て
い
る
住
居

は
、
１
家
族
ご
と
が
１
住
居
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
町

村
と
同
格
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

海
岸
沿
い
は
、
中
央
都
市
を
除
い
て
基
本
的
に
人
は
あ
ま
り
住
ん
で
お
ら
ず
、

小
さ
な
漁
村
が
い
く
つ
か
点
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
漁
村
一
つ

一
つ
が
市
町
村
と
同
格
と
扱
わ
れ
、
中
央
都
市
に
は
複
数
の
市
町
村
が
融
合
し

た
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
現
在
、
海
岸
沿
い
の
み
な
ら
ず
、
陸
地
へ
と
そ
の
勢

力
を
わ
ず
か
に
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
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第
４
章
第
１
節
　
サ
ル
ー
ド
大
陸

本
章
で
は
、
商
業
、
工
業
に
つ
い
て
、
各
大
陸
ご
と
に
語
る
。

初
め
に
サ
ル
ー
ド
大
陸
よ
り
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
は
、
北
部
に
あ
る
山
地
に
鉱
業
が
発
達
し
、
都
市
部
で
は
サ
ー

ビ
ス
業
が
、
郊
外
で
は
近
傍
で
軽
工
業
、
遠
く
な
る
に
つ
れ
大
規
模
な
重
工
業

を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
重
工
業
地
帯
は
、
大
都
市
よ
り
離
れ
た
小
都
市
に
お
い

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
、
草
原
地
帯
よ
り
遠
く
離

れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
重
工
業
は
、
新
た
な
資
源
の
一
つ
で
あ
る
石
油
を
基
に
し
た
繊
維

業
、
燃
料
等
に
生
成
し
て
い
る
。

北
部
鉱
業
地
帯
で
は
、
鉄
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
金
属
類
を

主
に
発
掘
し
て
お
り
、
黄
鉄
鉱
、
黄
銅
鉱
、
石
灰
石
を
産
出
す
る
場
所
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
が
国
の
重
要
な
鉱
物
の
採
取
場
所
に
違
い
は
な
い
。

都
市
部
に
目
を
移
せ
ば
、
運
送
、
商
店
、
ス
ー
パ
ー
と
言
っ
た
第
３
次
産
業
が

高
度
に
発
達
を
し
て
い
る
。
特
に
運
送
業
は
、
１
つ
の
都
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
陸
全
土
、
さ
ら
に
は
他
の
大
陸
に
ま
で
輸
送
を
可
能
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
海
路
に
よ
る
運
送
と
な
る
た
め
、
日
持
ち

が
し
な
い
物
は
運
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
４
章
第
２
節
　
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
は
、
第
１
次
産
業
、
第
２
次
産
業
、
第
３
次
産
業
が
ま

ん
べ
ん
な
く
分
布
し
て
い
る
。
畑
の
横
に
、
工
場
が
立
ち
並
び
、
脱
穀
を
し
た

物
を
運
送
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
続
け
、
都
市
が
満
た
さ
れ
て
い
る
。

火
山
が
並
ん
で
い
る
た
め
、
使
え
る
土
地
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
漁

業
が
主
な
１
次
産
業
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
魚
を
主
原
料
と
す
る
練
り
物
、
缶

詰
、
刺
身
な
ど
が
主
食
と
さ
れ
て
お
り
、
主
要
輸
出
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

第
２
次
産
業
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
輸
出
用
に
加
工
す
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
。

各
都
市
を
結
ぶ
道
路
は
、
火
山
に
よ
り
ほ
ぼ
毎
日
封
鎖
さ
れ
る
た
め
、
い
つ
し

か
忘
れ
去
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
造
船
所
は
繁
盛
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
原

材
料
と
な
る
鉄
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
素
材
を
加
工
し
、
船

や
鉄
骨
な
ど
を
輸
出
す
る
と
い
う
加
工
貿
易
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

第
３
次
産
業
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
る
が
、
大
陸
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
も
輸
送
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
火
山
の
高
熱
や
ガ
ス
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
な
特
殊
な
シ
ー
ル
ド
を
開
発
し
、
輸
送
を
す
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
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第
４
章
第
３
節
　
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
第
３
次
産
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
は
、
帝
国
成
立
以
前
よ
り
船
を
使
い
、
専
業
の
者
が
物
流
を

担
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
帝
国
史
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
初
期
の
頃
に
あ
た
る
。

現
在
で
は
、
道
路
網
、
鉄
道
網
が
高
度
に
発
達
を
し
て
い
る
た
め
、
船
を
利
用

す
る
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
に
お
い
て
も
、
道
路

が
創
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
で
は
、
船
を
交
通
の
手
段
と
し

て
使
用
を
し
て
い
る
。

皇
帝
陛
下
が
お
ら
れ
る
帝
国
の
首
都
た
る
中
央
都
市
に
お
い
て
は
、
物
流
の
拠

点
と
な
っ
て
お
り
、
郊
外
に
は
巨
大
な
倉
庫
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
倉
庫
街
よ

り
伸
び
る
道
路
や
鉄
道
は
、
四
方
へ
延
び
て
お
り
、
そ
こ
よ
り
流
れ
出
る
物
流

は
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

沿
岸
部
へ
眼
を
移
す
と
、
都
市
同
士
を
つ
な
ぐ
巨
大
な
動
脈
と
し
て
の
航
路
が

あ
り
、
数
万
ト
ン
ク
ラ
ス
や
中
に
は
数
十
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
が
行
き
来
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
都
市
の
周
辺
に
あ
る
市
町
村
で
は
、
都
市
か
ら
の
船
が
毎

日
行
き
来
を
し
て
い
る
。

夜
に
港
に
い
て
も
、
常
に
行
き
交
う
船
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



20

第
５
章
第
１
節
　
サ
ル
ー
ド
大
陸

こ
の
章
で
は
、
前
章
で
説
明
を
し
た
土
地
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う

な
第
１
次
産
業
、
第
２
次
産
業
、
第
３
次
産
業
が
発
展
し
て
い
る
か
を
説
明
す

る
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
の
土
地
は
、
前
述
の
通
り
、
軽
工
業
や
重
工
業
と
い
っ
た
第
２

次
産
業
、
鉱
業
と
い
っ
た
第
１
次
産
業
を
中
心
に
発
達
し
て
い
る
。

第
１
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
系
統
も
存
在
は
す
る
が
、
そ
れ
は
別
の
大
陸

に
依
存
を
し
て
お
り
、
自
給
率
は
５
割
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

鉱
業
に
よ
る
生
産
は
他
の
大
陸
の
追
随
を
許
さ
ず
、
帝
国
全
土
の
お
よ
そ
８
割

を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
豊
富
な
鉱
物
に
支
え
ら
れ
、
重
工
業
は
高
度
に
発
達
を
し
て
い
る
。

鉄
鋼
の
生
産
量
は
、
帝
国
が
発
展
す
る
に
従
い
増
え
る
一
方
で
あ
り
、
そ
れ
ら

を
下
支
え
し
て
い
る
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
次
々
と
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今

な
お
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

造
船
業
に
つ
い
て
も
特
殊
な
需
要
に
つ
い
て
も
許
容
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
が
発
展
し
た
。
現
在
で
は
、
重
工
業
と
も
軽
工
業
と
も
分
類
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
関
連
の
企
業
も
、
順
次
設
立
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
発

展
が
待
た
れ
る
。

一
方
の
軽
工
業
に
つ
い
て
は
、
木
綿
の
生
産
を
主
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
絹
に

つ
い
て
も
地
域
は
限
定
さ
れ
る
が
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
よ
り
合
わ
せ
、
布

と
し
て
帝
国
全
土
へ
輸
出
を
行
っ
て
お
り
、
我
々
が
着
て
い
る
服
の
う
ち
約
３

５
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
に
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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第
５
章
第
２
節
　
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
は
、
前
述
の
通
り
、
火
山
の
大
陸
で
あ
る
。

火
山
が
大
陸
の
大
半
を
占
め
て
い
る
た
め
、
有
効
に
使
え
る
土
地
は
、
住
宅
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
第
１
次
産
業
は
、
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
農

業
で
は
な
く
漁
業
は
各
都
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
次
産
業
と
し
て
、
火
山
よ
り
噴
出
さ
れ
る
火
山
弾
お
よ
び
溶
岩
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
鉄
を
精
錬
し
、
純
度
を
限
り
な
く
１
０
０
％
と
し
た
う
え
で
、
火

山
鉄
と
い
う
名
称
で
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
他
金
属
類

も
火
山
か
ら
採
る
こ
と
が
で
き
、
砂
状
と
し
て
他
大
陸
へ
輸
送
が
さ
れ
て
い
る
。

第
３
次
産
業
は
、
船
に
よ
る
輸
送
業
が
主
に
産
業
と
し
て
い
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
都
市
部
に
お
い
て
は
、
車
よ
り
自
転
車
に
よ
る
人
力
輸
送
が
主
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
車
が
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
狭
い
路
地
が

多
く
、
さ
ら
に
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
小
回
り
が
利
く
輸
送
手
段
を
求

め
た
結
果
、
自
転
車
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。
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第
５
章
第
３
節
　
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
に
お
け
る
産
業
は
、
中
央
都
市
を
中
心
と
し
、
外

側
に
第
１
次
産
業
及
び
第
２
次
産
業
が
育
っ
て
い
る
。

第
１
次
産
業
は
極
め
て
多
種
多
様
で
あ
り
、
農
業
、
漁
業
、
鉱
業
、
さ
ら
に
は

林
業
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
業
種
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
林
業
は
、
無
尽
蔵
と

も
思
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
地
帯
よ
り
採
れ
る
木
材
は
、
帝
国
全
土
に
運
ば
れ
、

第
２
次
産
業
と
す
る
加
工
業
に
よ
り
加
工
さ
れ
、
さ
ら
に
第
３
次
産
業
で
あ
る

輸
送
業
に
よ
っ
て
全
土
の
帝
国
民
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。

第
２
次
産
業
は
、
主
に
輸
送
業
で
あ
り
、
ま
た
建
設
業
も
同
様
に
盛
ん
で
あ
る
。

帝
国
全
土
に
そ
の
名
を
轟
か
し
て
い
る
４
大
建
築
会
社
は
全
て
こ
の
大
陸
の
中

央
都
市
に
本
社
機
能
が
あ
り
、
ま
た
税
務
上
の
本
社
も
同
様
で
あ
る
。

第
３
次
産
業
た
る
電
気
ガ
ス
水
道
と
言
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
輸
送
業
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
業
は
中
央
都
市
と
各
都
市
を
強
固
に
結
ぶ
鉄
道
網
及
び
自
動
車
専

用
道
に
よ
り
、
極
め
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
分
類
と
さ
れ
る
、
第
４
次
産
業
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
大
学

及
び
大
学
院
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
、
公
務
に
よ
る
行
政
、
軍
に
よ

る
消
費
業
に
つ
い
て
も
本
大
陸
は
、
他
の
大
陸
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
大
学
は
、

最
高
峰
と
さ
れ
る
第
１
国
立
大
学
が
あ
り
、
受
験
者
数
は
数
千
万
な
が
ら
も
、

合
格
者
は
１
万
を
切
る
ほ
ど
倍
率
が
高
い
大
学
で
あ
る
。
軍
に
つ
い
て
は
、
最

高
司
令
部
が
中
央
都
市
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
建
物
は
周
囲
を
威
圧
す
る

か
の
ご
と
く
、
巨
大
な
建
物
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
建
物
の
一
部
分
は
軍
の

博
物
館
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
民
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

観
光
名
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
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第
６
章
第
１
節
　
サ
ル
ー
ド
大
陸

こ
の
章
で
は
、
議
会
に
つ
い
て
記
す
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
の
議
会
は
、
大
陸
議
会
並
び
に
区
議
会
の
二
つ
よ
り
成
り
立
っ

て
い
る
。

大
陸
議
会
は
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
全
土
の
議
会
で
あ
り
、
区
議
会
と
は
、
行
政
区

分
の
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
議
会
で
あ
る
。

大
陸
議
会
で
は
、
比
較
的
広
範
な
制
度
に
つ
い
て
決
定
を
下
し
、
区
議
会
で
は
、

大
陸
議
会
が
決
定
し
た
規
範
に
従
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

な
お
、
区
よ
り
小
規
模
で
あ
る
基
礎
公
共
団
体
に
つ
い
て
も
、
議
会
が
あ
る
が
、

そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
特
に
名
称
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
は
基
礎
議
会

と
言
わ
れ
て
い
る
。

基
礎
議
会
は
、
区
議
会
よ
り
も
多
様
性
が
保
た
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民

に
密
着
し
た
形
で
議
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
会
は
、
さ
ら
に
上
位
に
あ
る
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
議
会
が
規
定
す

る
全
国
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

帝
国
議
会
に
つ
い
て
は
、
ま
た
節
を
改
め
て
説
明
す
る
。
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第
６
章
第
２
節
　
コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
に
つ
い
て
も
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
と
、
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
に
つ
い
て
も
、
大
陸
議
会
と
区
議
会
の
２
つ
よ
り
公
式

に
は
議
会
は
成
り
立
っ
て
い
る
。
大
陸
議
会
は
定
員
１
５
０
名
と
な
っ
て
お
り
、

区
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
区
で
３
０
０
名
の
定
員
と
な
っ
て
い
る
。

大
陸
議
会
と
区
議
会
の
権
能
は
、
サ
ル
ー
ド
大
陸
と
違
う
点
は
な
い
。
こ
れ
ら

は
帝
国
法
で
画
一
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

基
礎
議
会
で
は
、
区
議
会
へ
の
提
言
を
主
に
行
う
と
い
う
点
で
、
サ
ル
ー
ド
大

陸
と
異
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
公
共
団
体
ご
と
に
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
基
礎
公
共
団
体
が
寄
り
集
ま
り
議
会
を
構
成

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
議
員
定
数
も
３
０
名
か
ら
１
５
０
名
ほ
ど
ま
で
幅
広

く
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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第
６
章
第
３
節
　
ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
他
の
２
大
陸
と
は
わ
ず
か
に
異
な
る
。

そ
の
わ
ず
か
な
差
と
は
、
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
の
議
会
の
中
心
と
な
る
最
高
議

会
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
議
会
は
他
の
大
陸
議
会
や
区
議
会
の
上
位
に
存
在
す

る
議
会
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
節
を
改
め
て
説
明
す
る
。

大
陸
議
会
や
区
議
会
は
他
の
大
陸
と
同
様
に
存
在
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
ら
の
議
会
は
首
都
た
る
中
心
都
市
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
及
ぼ
す
事

が
出
来
な
い
。
首
都
た
る
中
心
都
市
に
つ
い
て
は
、
首
都
議
会
と
い
う
名
称
で
、

大
陸
議
会
と
同
等
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
議
会
に
よ
っ
て
条
例
等
が
策
定

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
首
都
の
範
囲
で
あ
る
と
政
府
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
範
囲

に
お
い
て
は
大
陸
議
会
は
手
を
出
す
事
が
で
き
な
い
し
、
首
都
以
外
の
範
囲
で

あ
れ
ば
、
首
都
議
会
は
無
力
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
点
に
お
い
て
は
、
大
陸
議
会
と
首
都
議
会
の
差
は
無
い
。
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第
６
章
第
４
節
　
エ
ル
ハ
ン
ド
ラ
帝
国
中
心
議
会

中
心
議
会
は
、
各
大
陸
よ
り
選
ば
れ
た
議
員
お
よ
び
勅
撰
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

議
員
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。

各
大
陸
で
定
め
ら
れ
て
い
る
方
法
に
よ
っ
て
、
選
任
議
員
は
選
ば
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
大
陸
ご
と
に
、
大
陸
議
会
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
た
め
に
、
大
陸
に
よ

っ
て
選
任
さ
れ
る
方
法
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
選
任
は
３
種
類
に
分
け
ら
れ

る
。

サ
ル
ー
ド
大
陸
は
、
区
議
会
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
者
よ
り
、
大
陸
議
会
が
指

名
を
行
い
選
任
さ
れ
た
と
み
な
す
。

コ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
大
陸
は
、
各
基
礎
公
共
団
体
ご
と
に
選
挙
を
行
う
。
選
挙
は

小
選
挙
区
制
と
な
り
、
１
選
挙
区
よ
り
当
選
者
は
１
人
の
み
で
あ
る
。

ス
ル
デ
ィ
ル
ク
ロ
ッ
チ
大
陸
は
、
大
陸
全
土
を
１
つ
の
選
挙
区
と
し
て
定
め
て

い
る
。
当
選
者
は
、
得
票
数
の
多
い
順
に
決
ま
り
、
各
大
陸
に
与
え
ら
れ
て
い

る
人
数
に
達
す
る
ま
で
、
当
選
と
す
る
。

勅
撰
議
員
は
、
皇
帝
陛
下
が
指
名
し
た
者
も
し
く
は
大
陸
議
会
が
陛
下
へ
奏
上

し
、
裁
可
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
一
定
の
役
職
に
い
る
者
が
選
ば
れ
る
。

な
お
、
爵
位
を
得
て
い
る
者
の
う
ち
公
爵
ま
た
は
侯
爵
は
全
員
が
、
そ
の
他
の

爵
位
を
得
て
い
る
者
は
、
互
選
に
よ
っ
て
一
定
の
人
数
が
議
員
と
な
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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